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御言葉は主です

前回、前々回の私のメッセージで、神が創造の御業に着手される前のご計画段階におい

て、既に新しい共同体（エクレシア）の存在に触れましたが、今回は信者の歩みの中に

現わされた新しい共同体の姿を見たいと思います。そこには律法の書以上に「あれをせ

よ。これをせよ」の命令形の御言葉が詳細に伴ってきます。肉（魂）は思いわずらい、

拒絶反応を示しますが、しかし信者の贖われた霊は欲求としてその御言葉にチャレンジ

します。そして主は成し遂げてくださいます。例えば、クリスチャンの召しにふさわし

い生活を造り出すために養うべき四つの美徳として、謙遜、柔和、寛容、愛による忍耐

（エペソ 4:2）を要求しています。謙遜やへりくだりは、古代の異教世界で徳というよ

りも悪徳の一種にみなされていました。しかし旧約聖書は、神はへりくだる者を選んで

ご自分の友とされることを繰り返し語ることで来るべきキリスト信仰への啓示を前もっ

て表明しました。以前はほむべきというよりむしろ卑しむべきことを意味した言葉を高

貴な言葉に変えたのは心柔和で謙遜なお方が弟子たちの心の中に及ぼした影響力でし

た。エペ 4:1-16、23-24、5:1-2、イザヤ 57:15、66：2、ミカ 6:8、詩 68：18、ローマ 13:14

ｗ

◇ご連絡事項◇

1．本年のキーワードは"真理の柱また土台（Iテモテ 3：15）"です。主はしっかりとした基礎の上に、エクレ

シアを建て上げられます。

2．聖書の学びは主日午前 10：00 からチャペルで行われております。この学びには常に新鮮な主の息

吹きと語りかけがあります。

3．連絡用のグルプウェアを設けました。パスワードの発行を希望の方はお知らせください。とりあえず、

FTPのメンバーアカウントでも入れます。お互いの連絡用に用いてください。

4．私たちは皆祭司であり、預言者であり、主は一人ひとりを通して語られます。主が直接語られた御言葉

を一人ひとりが受け止め、エクレシアに発信できますように。
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◇ローカル・フェロシップ◇

地域ごとに交わりの場が与えられています。家庭集会はリラックスした中で、親密な交わりができる場

です。お互いの問題を交わり、祈り合い、励まし合い、建て上げる場として主が豊かに油塗って下さ

います。それぞれが導きを受け、自分にふさわしい場を得られますように。また新しいローカル・フェ

ロシップを始めたいという導きのある方は遠慮なくお申し出下さい。豊かなアノイントを祈ります。なお

名称はそれぞれで愛称をつけてください。

■■■■ チャペル・フェロシップ 祈りの会 随時

■■■■ 各地のフェロシップ

■■■■ 聖書の学び会： 主日午前 10：00- 場所：チャペル

◇ 祈りの課題 ◇

■■■■ KFCKFCKFCKFC のために

・ 終末に生きる者として、主の主権に服し、御心と完全にひとつにされ、キリストと共に生きること

を求めましょう。

・ 家族の救いと回復のため。特に互いの和解のため。

・ エクレシアの器官として導かれ、与えられた仕事を各々が気づき、愛をとおして活発に活動できる

ように。

・ その活動のための必要が全て満たされるように。

・ KFC のメンバーと家族の健康や生活が支えられ、祝福と恵みがさらに増し加わるように。傷病に

あるメンバーの癒しのために。

・ 各ローカル・フェロシップや諸々の奉仕・働きが油塗られ、祝されるように。

・

■■■■ 日本や世界のために

・ 中東の混乱に対して、特にイスラエルのために。この苦難の中でユダヤ人が悔い改め、またイス

ラムの人もイエスを知ることができるように。

・ アメリカの大統領オバマのため：彼が真に主を畏れる人物であるように。

・ 世界と日本の経済状況のために：現在の経済は瀬戸際にあります。主の介入を祈りましょう。

・ 日本の霊的状態のために。神道回帰などの形で、これまでの揺り戻しが起きてきます。

・ 青少年の霊的健全さのために。混乱の世において教会が防波堤となれるように。

・ 地震や津波などの天災での被害者のために。

・ 日本の政治家のために。主の義がなされ、主の御手の介入があるように。

・ 日本のキリスト教界に閉じ込められた兄弟姉妹のために。諸々の自己を動機とする偽りの教え

やムーヴメントからただキリストに回帰し、まことの信仰による真理と霊による礼拝の回復がなされる

ように。


